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○瓦屋根
創建時は木羽板石置屋根で
軒先に風返しと呼ばれる横
板が付いていました。

○雨戸
小窓は紙張りからガラスに
代わりました。

○小庇
一文字軒先瓦または銅板
など金属板で葺かれてい
ます。

○天窓
吹き抜け構造の上部で内部
に明かりをとりいれてい
ます。

○戸袋
雨戸を内部に仕舞い込みま
す。雨戸を開け放つと勾欄
と張り出しの縁側が吹き放
しになります。

○玄関戸
引き込みの格子戸が多い
が、古くは潜り戸付きの
大戸であったと考えられ、
大戸が残っている建物も
あります。

○出格子の腰
持送り形式のものと石の腰羽目をもつものが古い形式と考えられ、
石材は福井県産笏谷石（しゃくだにいし）が使われています。

○出格子
金沢では目の細かい木格子
を「木虫籠（キムスコ）」
と呼び、その断面は外側の
広い台形として、外から見
えにくく、内から良く外が
見通せる工夫が凝らされて
います。

【探訪ポイントマップ】

東山ひがし



（芸妓さんのお店）

　 ひがし茶屋町の開設が公許されたのは文政３（1820）年のことで、卯辰茶屋町とも浅野川茶屋町とも呼ばれていました。このとき、
従来の町割が改められて新たに町が造り直されたことが、当時の町絵図からわかっています。宅地や街路は現在のように整然と造られましたが、
卯辰山から流れる八幡川はそのままの位置にされたことから、現在も家々の床下を流れています。
   当時の様子を表した「文政三年庚辰初冬徒町御会所御渡之図」に拠れば、茶屋町は南北約 100ｍ東西約 180ｍの範囲に約 90 軒の茶屋が
建ち並んでおり、表と裏には木戸が設けられていました。
   その後、茶屋町は天保２（1831）年に一度廃止となりましたが、慶応３（1867）年に再び公許されました。明治以降は「東新地」、「ひがし」と呼ばれ、
市内随一の格式と賑わいを誇る茶屋町として、今日に至るまで金沢の茶屋文化を受け継いでいます。

ひがしの興りと歩み

地区決定　平成13年５月１日
重要伝統的建造物群保存地区選定
　　　　   平成 13年 11月 14日
地区面積　約1.8 ヘクタール

東新地絵図（慶応年間）
【金沢市立玉川図書館蔵】

① 東事務所（検番事務所）

② 旧諸江屋（市指定保存建造物）

③ 志摩（国指定重要文化財）

④ 旧越濱（市指定保存建造物）

「文政三年庚辰初冬徒町御会所御渡之図」

⑤ 藤とし

⑥ 旧かみや（市指定有形文化財）

　築100年の東料亭組合の事務所が
入る建物です。２階は芸妓の稽古場
で舞台が設えられています。運が良
ければ建物から稽古の音曲がもれ聞
こえるかもしれません。金沢芸妓の
お稽古風景を見学する夏期限定イベ
ントも開催されています。

　近世茶屋建築様式を今に伝える代
表的な建物の一つです。外観は、ベン
ガラを塗った出格子と背の高い２階
建てで、２階表は座敷と縁が設けら
れ開放的になっています。１階表は、
はめこみ式の出格子（木虫籠「キムス
コ」）で、出格子の割付けは、１間の柱
間に70本以上の繊細な竪桟が入る
細かい格子が特徴で、格子の断面が
台形をしています。

　文政３年の茶屋町創設当初に建設
された茶屋建築です。1・2階の座敷
廻りには、要所に面皮柱を用い、全体
に濃い色づけをほどこし、ベンガラ
色の土壁や具象的な図案の金物等
で、独特の華やかな室内になってい
ます。全国的にも類例の少ない茶屋
建築であり、江戸時代後・末期にお
ける庶民文化の一端を知るうえでも
貴重な建物です。有料公開されてい
ます。 

　内部は改造されていますが、近世
茶屋建築様式を今に伝える貴重な建
物です。明治41年に瓦葺に改造され
ていますが、勾配の緩い石置きの板
葺屋根であったことが、２階から天
井裏に上がる階段途中で見ることが
できます。１階表の格子は出格子と
なっています。有料公開されてい
ます。

　表は伝建地区になる以前に改築さ
れた部分で、当時の建築基準法では
壁などを木材で仕上げることが不可
能でしたが、町並みを壊さないため
建設大臣の認定を受ける努力がなさ
れ、軒裏に見えるドレンチャー設備
や下地をモルタルでつくることなど
を条件に工事が可能になりました。
後ろ屋根には床下から屋内を貫いて
いる「藤としの松」が見えます。

　明治初期の茶屋建築として、典型
的な外観と間取りを良く残す建物で
す。店舗として活用するため、老朽化
した部材を修理すると同時に、１階
の床組を残して既存の床の上に新た
に板を張り、旧状に復元することを
可能としています。このような方法
は、木造建築の文化財的価値を損な
うことなく、保存と活用を両立させ
る取組みの事例としても評価されて
います。

　保存地区の入口に位置する防災広
場は、防火水槽を有した地区の防災
拠点のひとつです。かって水溜が設
けられていた場所で、発掘調査で石
積みが確認され、地中にそのまま保
存されています。時代を超えかたち
を変えて地区防災の重要な役割を担
う場所になっています。

　金沢に藩政時代から残る街路網の
中の部分的な広がりが「広見」と呼ば
れる空間です。火災時の延焼を防止
するために設けられた「火除け地」が
由来とされています。「伏兵を集めた
場所」や「荷車の回転場所」などの機
能を有したともいわれていますが、
地域の人々が集うコミュニティー広
場のような場所にもなっています。

道路や建物の下を川が流れています。
※石張りの色が違っています。

○旧二番丁通り
　茶屋街のメインストリートで、かつては通りの中央に柳や桜が植えられていました。
電線類の地中化とともに御影石張りの修景整備が平成５年に完成しました。因みに６
基ある街路灯はガス灯です。また、路面中央に点在するノズルは地下水を噴出して路面
の雪を融かす融雪装置です。

（芸妓さんのお店）

◆ひがし防災広場（水溜跡）A

◆ひがしの広見（面積約290㎡）B

東山ひがし


